
施策の体系図（現計画）
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柏市第四次総合計画
みんなでつくる安心希望支え合いのまち柏

他の諸計画との関係
柏 市 第 四 次 総 合 計 画 ・ 諸 施 策 ， 各 種 計 画 の 環 境 に 関 す る 部 門 ， そ の 他

環境基本計画（環境省）
『循環』『共生』『参加』『国際的取組』

基 本 目 標

１自然環境－残された貴重な自然
を守る

『豊かで魅力ある自然環境を守り，

生物多様性の確保に努めます。』

２生活環境－くらしの中で環境を

いたわる

『安全で健康に暮らせる生活環境

をつくり，環境への負荷の少ない

循環型社会の形成に努めます。』

４地球環境－地球市民としての意
識を育む

『地域環境を守ることが，ひいては地球環境
を守ることであるとの意識を持ち，地球市民
として，地球温暖化対策，オゾン層の保護，
酸性雨対策などの推進に努めます。』

３快適環境－快適な環境をつくる
『四季折々のうるおいとやすらぎ

のある快適環境をつくり，地域に

調和した都市景観の整備に努めま

す。』

自然環境
生物，生態系，水域，緑
地などの地形等自然的
要素

望ましい環境像環 境 の 範 囲

生活環境
人の生活，活動に伴い環
境に変化を与える要素
いわゆる典型７公害（大
気，水質，騒音，振動，
悪臭，土壌，地盤沈下）
及び環境負荷関連要素
（化学物質，資源循環，
廃棄物等）

快適環境
自然環境の回復の条件
の創出，良好な生活環境
の整備等環境の創造要
素
都市の緑化，水辺の整備，
都市景観等

地球環境
人の活動が地球規模の
環境に影響を与える要
素地球温暖化，オゾン層
破壊，酸性雨，海洋汚染，
野生生物の種の減少等

環 境 基 本 法

分

野

別

目

標

基 本 方 針

（４）環境への負荷が少ない社会の

形成

（３）きれいな水環境の再生と保全

施 策 の 方 向 性

（９）市民・事業者の主体的な活動の

推進

①市民参加型環境保全事業の推進
②市民・事業者による環境を中心としたまちづくりの推進
③市民活動の育成・支援
④市民ネットワークの活動推進

（10）次世代を担う子どもたち，現世
代を支えている人たちへの環境
教育の充実

①学校における環境学習の推進
②地域社会における環境学習の推進
③環境に関する情報の提供と共有化

①大気汚染対策の推進
②自動車交通対策の推進
③有害化学物質の排出抑制
④その他生活環境負荷低減の推進

（11）県や近隣市との連携 ①県や近隣市との連携による環境保全対策の推進

（12）環境基本計画の推進と評価シス

テムの構築

①総合的な環境行政の推進
②環境マネジメントシステムの継続的な運用
③年次報告の作成・市民意見の反映

①手賀沼の浄化
②河川の水質の保全

５市民との協働－市民とともにつ

くる環境

『市民，事業者，民間団体，市が

主体的に，良好な環境を保全・創

造して，次世代に引き継ぐように

努めます。』

横

断

的

目

標

環

境

配

慮

指

針

①貴重な種の保全
②特定外来種対策

①農地や樹林地の保全
②水辺とその周辺緑地に生息する多様な生態系の保全
③多様な生物生息空間の復元・回復

（６）ゆう水，雑木林，農地などを活

かした快適環境の整備

（７）魅力のある景観の形成 ①都市景観への配慮
②環境美化の推進

①公園の整備と樹林地の保全・活用
②身近な水辺の整備・活用
③農地や里山・里地の活用

（８）地球環境の保全 ①温室効果ガス排出量の削減
②その他地球環境保全対策の推進

（５）資源循環型社会の形成
①省資源・省エネルギーの推進
②３Ｒ（廃棄物の排出抑制・再使用・再生利用）の推進
③自然の水循環の確保と増進・樹林地の保全

特に優先し
て進めていく
もの

普 段

から心

がける

こと

（２）柏の貴重な種の保護・保全

（１）柏の自然を活かした多様な生物

生息空間，生態系の保全と復元

重 点
プロジェク

ト

水と親しみ，

水と歩むまち

プロジェクト

３Ｒ推進

プロジェクト

省ＣＯ２

ひとづくり・

まちづくり

プロジェクト

資料３－１



施策体系図（次期計画案）

伝

え

る

ま

ち

柏

共

に

生

き

る

た

め

に

�

環

境

を

守

り

�

育

て

�

柏市第五次総合計画
『誇りへつながる知恵や心うるおす自然を活かし，笑顔と元気が輪となり広がる先進住環境都市』

～未来へ持続する中枢交流拠点・柏～

関連計画、各種計画の環境に関する取組、等

基 本 目 標

１自然環境
『多様な生物が生息できる環境を目

指し，豊かで魅力ある自然環境の保

全に努めます。』

代表的指標（案）代表的指標（案）代表的指標（案）代表的指標（案）

谷津田の保全協定締結率谷津田の保全協定締結率谷津田の保全協定締結率谷津田の保全協定締結率 10%10%10%10%

２生活環境
『安全で健康に暮らせる生活環境を

目指し、また環境への負荷の少ない

循環型社会の形成に努めます。』

代表的指標（案）代表的指標（案）代表的指標（案）代表的指標（案）

ごみの排出量原単位の削減ごみの排出量原単位の削減ごみの排出量原単位の削減ごみの排出量原単位の削減

⇒⇒⇒⇒870g870g870g870g／人・日／人・日／人・日／人・日※※※※

環境基準の達成・維持環境基準の達成・維持環境基準の達成・維持環境基準の達成・維持

４地球環境

『地球温暖化対策を進め，持続可能

な社会の形成に努めます。』

代表的指標（案）代表的指標（案）代表的指標（案）代表的指標（案）
二酸化炭素排出量の削減二酸化炭素排出量の削減二酸化炭素排出量の削減二酸化炭素排出量の削減

⇒⇒⇒⇒国の動向による国の動向による国の動向による国の動向による

３快適環境

『景観や環境資源に親しみ、快適で

魅力あふれる住環境の形成に努めま

す。』

代表的指標（案）代表的指標（案）代表的指標（案）代表的指標（案）

緑緑緑緑のオープンスペースの確保のオープンスペースの確保のオープンスペースの確保のオープンスペースの確保

⇒⇒⇒⇒10.0m10.0m10.0m10.0m2222////人人人人

望ましい環境像

分

野

別

目

標

基 本 方 針 施 策 の 方 向 性 重点プロジェクト（案）

谷津田

の保全

３Ｒの推進

省エネ・創エネの

促進

情 報 発 信 及 び 市 民 ・ 事 業 者 と の 協 働

環境教育

・農地の多面的機能の再評価
・樹林地や谷津田の保全
・農業環境を維持・拡大するための施策の展開

● 水と緑の保全と活用

・市民・事業者への啓発，エネルギー対策支援，環境ビジ
ネスの促進及び農業分野への取組みの拡大

● 持続可能な低炭素ライフへの転換

● 生物多様性の把握と保全・再生 ・生きもの多様性プランに基づく，生態系と種の把握
・生きものが継続して，生息・生育できる環境の保全・再

生

● 安全な生活環境の維持 ・水質の保全
・大気の保全
・化学物質対策，放射線対策
・水循環の保全
・環境美化，不法投棄対策
・近隣環境対策

● 環境資源の整備・活用 ・環境資源の整備及び情報発信
・自然や農業を核とした人の交流の活性化

● 低炭素まちづくりの推進 ・建物省エネ対策の促進，面的エネルギーシステムの利用，
再生可能エネルギー・未活用エネルギー等の活用

● 適応策を含めた新たな施策の検討 ・気候変動適応策の検討

● ごみの適正処理 ・ごみ処理システムの安定化
・施設の老朽化対策

● ごみの減量，資源循環の推進 ・一般廃棄物処理基本計画に基づく，市民啓発，事業者啓
発，3R 行動促進

環境基本法
↓

第四次環境基本計画（環境省）
『持続可能な社会』を実現する

『循環型社会』『自然共生型社会』

『低炭素社会』『安心が確保される社会』

緑のオープンスペ

ースの確保

資料３－２

主な関連計画

緑の基本計画
生きもの多様性プラン
都市農業活性化計画

主な関連計画

一般廃棄物処理基本計画

主な関連計画

景観計画
緑の基本計画
観光基本計画
都市農業活性化計画

主な関連計画

地球温暖化対策計画
低炭素まちづくり計画

● 適正な土地利用，管理の誘導 ・土地の荒廃地化防止策の検討
（空き家，空き地など）

● 緑と潤いの創出，景観の向上 ・市域の緑の創出・保全及びそれらと親しむ環境の整備・
活用

・景観の向上

※一般廃棄物処理基本計画の平成 28 年度の目標値です。


	　施策体系図（次期計画案）

